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Q
法令編

1　遺失物の帳票書式
拾得物を取扱う際、各施設で作成する帳票の書式が異なるため、会社で
は各施設共通の帳票類を作成したいと考えている。
定型書式があるのか教えて欲しい。

①遺失物法に定める施設の区分は確認できていますか
対象施設は“一般的な施設”か“特例施設”によって異なります。
まず、その対象施設がどちらの区分に属するのか確認することが重要です。

②処理手順は定められていますか
遺失物法に基づき、契約先と協議を行い、事前に手順を定めることが重要です。

ここでは、“一般的な施設”における取扱要領について回答します。

①一般的な処理手順
＊拾得物件届け出
　（拾得者から）

➡ 受付は拾得物件一覧簿を作成する。（遺失物法施行規則第４条準拠）
契約先担当者に代わって処理する。

＊拾得者へ預り書の
　交付

➡ 契約先担当者が処理する。委任されている場合は受付で処理する。
（遺失物法第14条準拠）権利放棄及び氏名等の告知について確認をし、
署名を得ておくこと。

＊施設占有者への
　届け出

➡ 受付は24時間以内に拾得物件を提出する。（遺失物法第34条準拠）
保管等について委任を受けている場合はそれに従う。

＊拾得物の掲示 ➡ 施設占有者は施設内の掲示場に拾得物について掲示する。
（遺失物法16条及び遺失物法施行規則第27条準拠）

＊返還 ➡ 遺失者が判明した場合は、受領書または預り書と引換に返還する。
＊警察署へ提出 ➡ 施設占有者は遺失物を警察署へ提出する。提出書を添える。

（遺失物法第４条、13条及び遺失物法施行規則第26条準拠）
②関係帳票書式

＊拾得物件一覧簿 ➡ 遺失物法施行規則第４条に規定
＊預り書 ➡ 遺失物法施行規則第２条に規定
＊受領書 ➡ 遺失物法第11条及び遺失物法施行規則第22条に規定
＊提出書 ➡ 遺失物法施行規則第26条に規定

問題点

対策例
PointPoint

関係法令等：遺失物法、遺失物法施行令、遺失物法施行規則
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